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                                  株式会社エム・ビー・アイ 

 

「テレビーアイ会議ソリューション」販売開始 

(ビッグデータ活用とテレビ会議で意思決定を加速する：ＢＩとＴＶ会議の融合) 

 

株式会社エム・ビー・アイ（東京都中央区、社長 井上 清、以下ＭＢＩ）は、クリックテック・ジャパン株式

会社（東京都港区、以下クリックテック）が開発・提供する情報分析プラットフォーム『QlikView（クリックビ

ュー）』と日本アバイア株式会社（東京都港区、以下アバイア）が販売するテレビ会議システム『Avaya ScopiaR(ア

バイア・スコーピア)』シリーズをコラボレーションさせた『テレビーアイ会議ソリューション』の販売を開始

します。 

        

ビジネスのビッグデータの効果的活用を可能にする画期的サービスです。  

急激に増加するビッグデータを収集・蓄積・統合し、迅速に可視化し、探索・分析することで、リアルタイムな

意思決定を加速し、新たなビジネスチャンスを創造できます。 

分析データを、リアルタイムに経営会議、営業・マーケティング会議など全社横断的に活用してスピーディーな

意思決定を行い、企業の具体的活動へと繋げていくことができます。 

時間と場所を超えてＰＤＣＡサイクルを迅速に回し、仮説検証型経営を推進して、企業の競争優位性を強化する

新しい経営ツールとして活用していただきたいと考えています。 

テレビーアイ会議ソリューション（イメージ図） 

（ビッグデータ活用とテレビ会議で）3つの力を加速する:ＢＩ(ビジネスインテリジェンス）とＴＶ会議の融合 

① ビッグデータを価値に変える「分析力」【QlikView（クリックビュー）】 

      



② 全社横断的なビッグデータ活用で分析力を武器として競争優位を図る「組織力」【Avaya ScopiaR(アバイア・

スコーピア)】 

    

 

 

 

 

③ ビッグデータを顧客価値向上に結び付ける「ビジネス力」 

企業の変革は、本当の意味で「マーケティング」を実行する企業となるということであり、そのために「データ

ドリブンなマーケティング思考」を全社で共有することです。 

データドリブンなマーケティング思考は一部の専門家だけに頼ることなく、全社員がデータのもつ意味の理解を

共有して、考えるための環境を整備することが重要です。 

大きなスマートボードのモニターにリアルタイムデータを表示し、全社横断的に情報を共有しつつ、関係者が一

緒になって試行錯誤できる環境を作り上げることが大切です。 

常に大きな画面からデータがプッシュされ、経営トップもマーケティング担当、営業担当も共有することで思考

方法を変える近道となり、「ビジネス力」に繋がります。 

          

          



【金額】標準構成 １５００万円～（ライセンスのみ。ＨＷ及び設置費、年間保守費、消費税は別途） 

【年間販売目標額】３億円 

 

株式会社エム・ビー・アイについて 

お客様が求める IT環境を、ネットワークとファシリティの両面からプロデュースするエキスパート企業 

です。 

 

本社所在地： 東京都中央区日本橋浜町 2-62-2 品川不動産浜町ビル 14F 

設立年月日： 2001 年 4月 

資本金： 40 百万円 

代表者： 井上 清 

URL： http://www.mbibm.co.jp/ 

 

クリックテック・ジャパン株式会社について 

クリックテック・ジャパン株式会社は、米国 Qlik Technologies Inc. （NASDAQ 証券コード：QLIK）の日本

法人です。Qlik は、データ・ディスカバリー（解の探索）分野のリーダーで、セルフサービス型のデータ・

ビジュアライゼーションやガイデッド・アナリティックス（※）の製品やサービスを提供しています。世界

各国で 33,000 顧客が当社製品やサービスを活用していて、散在する情報の中から意味を見出したり、デー

タ同士の関連性を探索し、いろいろなアイディアへと繋がる洞察を得ています。米国ペンシルベニア州の

ラドナーに本社を構え、世界100ヶ国に事務所を展開し、約1,700社のパートナーとともにお客様の事業を

支援しています。詳細は、http://www.qlik.com/jp をご参照ください。 

 

※ガイデッド・アナリティックスとは、ある程度のパワーユーザーが解の探索を実現するアプリケーショ

ンを作成し、現場のビジネスユーザーが、そのアプリケーションに導かれる形で、簡単かつ直観的にデー

タ分析することを意味しています。 

※記載された会社名・製品名は、各社の登録商標または商標です。 

 

本社所在地： 東京都港区六本木 1-6-1 泉ガーデンタワー 10F 

設立年月日： 2010 年 1月 

資本金： 74 百万円 

 

アバイア（Avaya Inc.）について 

アバイア・インク（本社所在地：米国カリフォルニア州サンタクララ）は企業向けコミュニケーションおよ

びコラボレーションのグローバル・リーダーです。アバイアは、ユニファイドコミュニケーション・ソリュ

ーション、コンタクトセンター向けソリューション、ネットワーキング・ソリューションおよび関連サービ

スを世界中のあらゆる企業に提供しています。 

 

詳細は、アバイアの Web サイト http://www.avaya.com をご覧ください。 

日本アバイアについては、http://www.avaya.com/jp をご覧ください。 

※Avaya およびアバイアのロゴは Avaya Inc.の登録商標です。 

 



本社所在地： 東京都港区赤坂 2丁目 17-7  赤坂溜池タワー 2F & 3F 

設立年月日： 2000 年 8月 

資本金： 48 百万円 

代表者： 井上 公夫 

 

＜お問合せ先＞ 

株式会社エム・ビー・アイ 

ビジネスソリューション部 阿部 

TEL：０３－５６４３－５２７１ 

FAX：０３－３６６６－０５４０ 

E-mail:qv_info@mbibm.co.jp 

 

 

 


